
　奈良文化財研究所では、 文化的景観について関係者

間で議論 ・ 検討するとともに、 広く情報を公開 ・ 共有す

る場を提供することを目的として、 平成 20年度より文化

的景観研究集会を開催しております。

　第１回目の研究集会では、 文化的景観の理念や対象

といったアウトラインを確認し、 情報の共有と課題の掘り

下げを行いました。 続いて平成 21年度に開催した第２回

目の研究集会では、 計画をにらんだ調査及び価値評価

の方法、 特に文化的景観に内在する変化のシステムの

捉え方を主題としました。これら２回の研究集会を通じて、

文化的景観は、 個々の有形の要素だけではなく、 文化

的景観に関わる人間の行為や生き物の生態系など無形

の要素が関係し合いながら成り立ち、 常に一定の変化を

しながら徐々に進化しているものであるという特質を得る

ことができました。

　この成果を受け、第３回目の文化的景観研究集会では、

「文化的景観の持続可能性」 というテーマの下に、 保存

計画と保全行為の実践について検討する場としたく思い

ます。

　文化的景観は、 変化を前提とするものであることで、 他

の文化財の範疇と比べて、 とりわけ保護のあり方に顕著

な違いが生じることになります。 変化するといっても、 そ

こには文化的・地域的な文脈に従った変化の 「プロセス」

があり、 変化されながらも継承される 「しくみ」 があるは

ずです。 文化的景観の保護とは、この 「プロセス」 と 「し

くみ」 をもって形成されてきた地域環境の持続可能性を

支えることであり、 その持続は、 土地と人、 人と人、 人

とモノ、 モノとコト等の相互の調和した関係性があって初

めて可能となるものでしょう。 今回の研究集会では、 現

在ある価値を計画や整備により守り、 また鍛えることで、

より持続的なものとなるよう、 理念と実践の両面から広く

考えていきたいと思います。

　初日は、 文化的景観の保存計画において考えるべき諸

課題について、 特にハード面に関して論じます。 具体的

には、 文化的景観における都市計画の考え方、 農山村

から都市域における整備活用の手法といった内容につい

て、 実例をもとに理念から提案までを取り上げます。 二

日目は、 生業 ・生活や無形要素の扱い、 組織 ・体制の

あり方といったソフト面について、 現場に立脚した視点で

論じます。 そして総合討議を通じ、 地域内の関係性を持

続的に継承するために保護の実践に込めるべき視点と、

整備 ・活用の今後について考察するとともに、 現在の文

化的景観制度が果たす役割についても議論したいと思い

ます。
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○プログラム

　１２月１６日 （木）

　　　　　12 ： 30　      　　　　　 受付開始　　　　　

 13 ： 00 〜 13 ： 05　　 開会挨拶　　奈良文化財研究所長　田辺 征夫

 13 ： 05 〜 13 ： 10　　 趣旨説明　　奈良文化財研究所 　惠谷 浩子

　　【基調講演】

 13 ： 10 〜 14 ： 10　 （仮） 生きたものとしての文化的景観の継承

    政策研究大学院大学  　篠原 修 氏  

　　【第Ⅰ部　保存計画と整備手法】

 14 ： 10 〜 14 ： 50 （仮） 文化的景観における保全型農地整備

    岩手大学農学部　広田 純一 氏

 14 ： 50 〜 15 ： 00  ―　休憩　－

 15 ： 00 〜 15 ： 40 （仮） 文化的景観とエコロジカル ・ デザイン

    ㈱ 西日本科学技術研究所　西山 穏 氏

 15 ： 40 〜 16 ： 20 （仮） ランドスケープデザインからみた文化的景観

    大阪芸術大学芸術学部　篠沢 健太　氏

 16 ： 20 〜 17 ： 00 （仮） 変化を埋め込んだハード整備とは

    奈良文化財研究所　清水 重敦

 17 ： 00 〜 17 ： 10  ―　休憩　－

 17 ： 10 〜 17 ： 40 初日の総括

    座長：清水

    パネリスト：篠原氏、広田氏、西山氏、篠沢氏

　　【情報交換会】

 18 ： 00 〜 19 ： 30　 於 ： 平城宮跡資料館講堂、 会費 ： 4,000 円

　１２月１７日 （金）

 8 ： 30   受付開始

　　【第Ⅱ部　文化的景観を支えるソフト】

 9 ： 00 〜 9 ： 40  （仮） 文化的景観と持続可能な都市計画

    大阪大学大学院工学研究科　小浦 久子 氏

 9 ： 40 〜 10 ： 10 （仮） 文化的景観は茶業を救えるか

    宇治市茶生産組合　山本 晃一郎 氏

 10 ： 10 〜 10 ： 40 （仮） 地域で期待される文化的景観の役割

    千曲市教育委員会　矢島 宏雄 氏

 10 ： 40 〜 10 ： 50  ―　休憩　－

 10 ： 50 〜 11 ： 30 （仮） 文化的景観としての都市文化

    北陸大学未来創造学部　小林 忠雄 氏

 11 ： 30 〜 12 ： 10 （仮） 保存計画と整備活用の現状と可能性

    文化庁文化財部記念物課　井上 典子 氏

 12 ： 10 〜 13 ： 30  ―　昼食　－

　　【第Ⅲ部　総合討議　文化的景観の持続可能性】

 13 ： 30 〜 15 ： 25 パネルディスカッション

    座長：東京大学先端科学技術研究センター　西村 幸夫 氏

    パネリスト：篠原氏、広田氏、小浦氏、矢島氏、小林氏、井上氏

 15 ： 25 〜 15 ： 30 閉会挨拶　　奈良文化財研究所　清水 重敦



○参加申込 ・ お問い合わせ先

参加申込書に必要事項をご記入の上、 FAX 又は郵送にてご返信ください。 なお、 会場及び資料準

備の都合上、 参加人数は先着 200 名を目安とし、 申込締切は 11 月末日とします。

	 　　　【問合せ先】

  独立行政法人国立文化財機構　奈良文化財研究所

	 	 文化遺産部　景観研究室　　　惠谷　浩子

	 	 〒 630-8577　奈良県奈良市二条町 2-9-1

	 	 TEL ： 0742-30-6816　　FAX ： 0742-.30-6841

	 	 E-mail ： edani@nabunken.go.jp

○会場アクセス

 奈良文化財研究所　平城宮跡資料館講堂

	 所在地	 奈良市二条町２- ９- １

	 TEL	 ０７４２- ３４- ３９３１

	 ■京都より

	 　　　近鉄京都駅→近鉄大和西大寺駅　約 40 分

	 　　　大和西大寺駅より徒歩約約 10 分

	 ■大阪より

	 　　　近鉄難波駅→近鉄大和西大寺駅　約 30 分

	 　　　大和西大寺駅より徒歩約約 10 分
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文化的景観研究集会 （第３回） 参加申込書

■氏
フ リ ガ ナ

名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■所　　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■住　　所 （所属先 ・ 自宅） ←いずれかに○をしてください。 ［以下同様］

 　　　　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　

■電話番号 （所属先 ・ 自宅）　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　　　　　 

■ FAX 番号 （所属先 ・ 自宅）　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　　　　　 

■ E-mail      （所属先 ・ 自宅）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@　　　　　　　　　　　　　　 

■参加日　［ａ、 ｂ、 ｃのいずれか該当するものに○を付けてください。］

 ａ． １６日と１７日の両日とも参加する。

 ｂ． １６日のみ参加する。

 ｃ． １７日のみ参加する。

■情報交換会　（1 ６日 18:00 ～ 19:30、 会費 4,000 円、 私費での参加になります。）

［ａ、 ｂのいずれか該当するものに○を付けてください。］

 ａ． 参加する。

 ｂ． 参加しない。

　　※ ご記入いただいた内容は、 本研究集会に係る御案内等のほかは使用いたしません。

　　※ 準備の都合上、 お申し込み締切は１１月末日を目途とさせていただきます。

宛先 ：奈良文化財研究所　文化遺産部　景観研究室

　【郵送の場合】 〒 630-8577　奈良県奈良市二条町２－９－１　

　【FAX	の場合】 FAX　０７４２－３０－６８４１


